


















する多摩川流域を設定した。分析 としては横穴墓の「立地」や「地形」について着目し、分析を通して当時の横穴墓造営における土地の選定基準を明らかにすることを試みた。分析方法にはＧＩＳ（地理情報システム）を用いた。ＧＩＳとは地図作成を行うコンピュータシステムで、空間情報を有 データの管理お び視覚化を行うことができる。これを遺跡・遺物の空間 析に活用することで、多量の情報の迅速かつ正確な計算 統計が可能 なる。　
分析では、まず地質による分析を行った。 の結果、横穴墓の












穴墓が最も多いことが分かった。これ 近代の開発により 傾斜であった場所が削平された結果と考え る。横穴墓の開口 位のグラフからは、右岸では北東、左岸では南西方向が最多という、概ね多摩川の流路に向かっての開口が読み取 しかし、大田区中央部で東側斜面に多く横穴墓が存在する事実からは、地域的な選地条件の存在も考えられる。　
以上の分析結果から、横穴墓分布の考察を行った。まず地質分析











〇年頃）に副葬品として利用された装身具を対象に、地域・社会階層による選択の違いを考察した。中王国時代は、それ以前の王権が崩壊し、混乱期を経て再統一がなされた時代である。 して 当該期には、それまで王族 みが所有でき 副葬品が利用可能になるな
